
 

 
 

 

 

 

 

職員の処分について 
 

本日付けで、次のとおり懲戒処分を行ったので、公表します。 

 

【事案１：同僚への暴行】 

 

（１）被処分者 市民環境局 環境部 技術主査 ５２歳 男性 

 

（２）処分内容 減給 平均賃金の１日分の２分の１ 

 

（３）事案の概要 

   当該職員は、令和７年９月１０日（水）の昼休憩時、外出から帰って来て、控室に入ったとほぼ

同時に、同僚３名の職員がそれぞれの用のために席を立ったことを、自分を避けたと勘違いし、隣

の席に戻ってきた同僚に話し掛け、やり取りした後、同僚の右後頭部を平手打ちした。 

当該職員が行った行為は、全体の奉仕者たるにふさわしくない非違行為であり、市職員全体の信

用を失墜させるものである。 

よって、地方公務員法第３３条（信用失墜行為の禁止）違反に該当し、地方公務員法第２９条第

１項第１号及び第３号の懲戒理由により処分を行うものである。 

 

 

【事案２：職場環境の悪化】 

 

（１）被処分者 市民環境局 市民部 班長級 ４７歳 女性 

 

（２）処分内容 戒告 

 

（３）事案の概要 

   当該職員が、過去の所属において、班員に対して、人前で人格否定に繋がる発言を行い、さらに、

他課の職員や事業者に対して、高圧的な態度をとることにより、職場環境を悪化させていた。 

   また、ビジネスチャットツール・エルガナやメールにおいて、市や職員個人を誹謗中傷する内容

や過度な要求を、総務局長、総務部長、人事課、総務課及び人事委員会事務局宛てに送信し、広め

ていた。 

当該職員が行った行為は、全体の奉仕者たるにふさわしくない非違行為であり、市職員全体の信

用を失墜させるものである。 

よって、地方公務員法第３３条（信用失墜行為の禁止）違反に該当し、地方公務員法第２９条第

１項第１号、第２号及び第３号の懲戒理由により処分を行うものである。 
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【事案３：小型家電等から回収した銅線の不適正な処理】 

 

（１）被処分者 市民環境局 環境部 環境作業長 ５３歳 男性 

 

（２）処分内容 戒告 

 

（３）事案の概要 

   小型家電等から回収した銅線について、本来、売却して市の歳入に充てるところ、当該職員は、

令和２年度から令和３年度までの２年間において、回収した銅線（小型家電等から切り離した電源

コード、コードリールなど。１回当たり、みかんコンテナ１個分程度。400 円～1,500 円相当額）

を、思慮することなく、３～４回業者に渡すという不適正な処理を行っていた。なお、業者は特定

できておらず、謝礼などを受け取ったという事実は認められなかった。 

当該職員が行った行為は、全体の奉仕者たるにふさわしくない非違行為であり、市職員全体の信

用を失墜させるものである。 

よって、地方公務員法第３３条（信用失墜行為の禁止）違反に該当し、地方公務員法第２９条第

１項第１号、第２号及び第３号の懲戒理由により処分を行うものである。 

 

（４）その他の処分 

   当該職員に対する管理監督責任として、令和２年度から令和３年度までの所属長等５名を厳重注

意とした。 

 

 

【事案４：職員の欠勤】 

 

（１）被処分者 産業交流局 文化スポーツ部 事務主査 ３７歳 男性 

 

（２）処分内容 戒告 

 

（３）事案の概要 

  当該職員は、令和７年２月、始業前に体調不良により休暇を願い出るが、年次有給休暇を使い切

っており、診断書が提出されなかったことで病気休暇も取得することができず、５日間と３時間４

５分の勤務時間を欠勤した。上司からは、以前から再三にわたり、病院へ行き、診断書を提出する

よう指導は行っていた。 

当該職員が行った行為は、全体の奉仕者たるにふさわしくない非違行為であり、市職員全体の信

用を失墜させるものである。 

よって、地方公務員法第３２条（法令等及び上司の職務上の命令に従う義務）及び第３３条（信

用失墜行為の禁止）違反に該当し、地方公務員法第２９条第１項第１号、第２号及び第３号の懲戒

理由により処分を行うものである。 

 


